
創
造
社
と
少
年
中
国
学
会

i
i田
漢
の
文
学
及
び
文
学
観
を
中
心
に

!
i

一
九
一
一
一
一
月
に
発
行
さ
れ
た
新
人
会
機
関
誌
《
同
胞
》
の
会

員
通
信
欄
「
火
鉢
を
関
ん
で
」
に
は
「
少
年
と
新
人
と
の
問
答
い
と

い
う
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
新
人
よ
!
新
人
よ
!
君
幾
つ
?
」

「
僕
は
今
年
九
二
つ
i
一

「
君
一
の
父
さ
ん
が
何
処
に
ゐ
る
?
い

一i
父
さ
ん
な
ん
か
僕
に
は
な
い
い

「
だ
っ
て
な
い
管
が
な
い
、
ち
ゃ
な
い
の
ん

一
ー
ォ
!
2
0
宅
∞
日
比
丘
円
、
が
僕
の
母
ち
ゃ
ん
だ
よ
」

と
い
う
一
節
に
始
ま
り
、

コ
耕
人
よ
!
・
新
人
よ
!
待
っ
て
お
呉
れ
!

あ
ん
な
に
急
い
で
何
処
一
へ
行
く
?
」

「
僕
は
こ
れ
か
ら
人
民
の
中
へ

人
民
一
が
僕
等
を
待
ち
兼
ね
て
い

「
お
や
!
お
や
!
向
ん
な
じ
路
だ
か
ら

一
緒
に
行
か
う
ち
ゃ
な
い
か
?
い

新
人
会

ノ一、
T:r 

-
F

、ad
z-15 

白れれ

と
い
う
一
節
に
終
る
五
節
か
ら
の
、
「
新
人
い
に
対
す
る
「
少

年
」
か
ら
の
、
共
感
と
連
帯
と
を
う
た
っ
た
詩
で
あ
る
。
運
動
の
生

成
期
に
あ
り
が
ち
な
観
念
性
と
初
々
し
さ
を
あ
わ
せ
持
っ
て
い
る
詩

と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

「
新
人
い
が
新
人
会
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
c

(

J

少
年
い
と
は
少
年
中
国
学
会
の
こ
と
で
あ
る
。
少
年
中
国
学
会
は

後
述
の
よ
う
に
「
五
四
文
学
革
命
」
期
に
北
京
で
結
成
さ
れ
た
、
統

一
戦
線
形
式
の
文
化
思
想
団
体
。
一
読
し
て
解
る
よ
う
に
、
新
人
会

結
成
二
週
年
を
祝
っ
て
審
か
れ
た
こ
の
詩
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
大
正
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
、
…
五
・
回
文
学
革
命
」
と
い
う
問
時
代
を
生
き
て
い

た
日
中
南
国
の
知
識
人
組
織
、
新
人
会
と
少
年
中
国
学
会
と
の
間
に

あ
る
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
詩
の
作
者
は
回
漢
で
あ
る
。
田
漢
は
こ
の
時
東
京
在
住
の
少

中
国
会
会
員
の
一
人
で
あ
り
、
半
年
後
に
結
成
さ
れ
る
創
造
社
の

要
な
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
っ
た
。

周
知
の
よ
う
に
、
創
造
社
は
一
九
二
二
年
五
月
、
《
創
造
》
季
刊
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〈
法
二

を
創
刊
し
「
内
心
の
要
求
に
基
づ
い
て
文
芸
の
活
動
に
従
事
す
る
」

こ
と
を
柱
に
、
「
俄
性
の
解
放
い
、
「
自
我
の
確
立
」
の
文
学
を
唱
え

中
間
一
で
の
「
新
文
学
い
の
建
設
を
弦
間
し
て
活
動
を
開
始
し
た
文
学

問
体
で
あ
る
ο
先
の
詩
は
こ
の
創
造
社
と
少
年
中
間
学
会
新
人
会
と

の
関
係
を
も
示
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
交
流
の
あ
っ
た
所
謂

叶
五
・
阻
ん
期
は
創
造
社
の
活
動
の
歴
史
か
ら
み
れ
ば
い
わ
ば
「
繁

明
期
」
と
い
っ
て
き
し
っ
か
え
な
い
。
そ
う
し
た
時
期
に
少
年
中
留

学
会
、
新
人
会
と
何
ら
か
関
り
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
創
造
社
の

文
学
の
紫
や
性
格
に
関
る
問
題
で
あ
り
、
そ
の
後
の
創
造
社
の
文
学

活
動
を
見
て
い
く
上
で
も
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。創
造
社
の
活
動
は
前
述
し
た
所
謂
第
一
期
の
文
学
観
か
ら
郭
沫
若

の
「
革
命
文
学
l
一
論
に
代
表
さ
れ
る
第
二
期
を
へ
て
第
一
一
一
郊
の
、
福
一

本
イ
ズ
ム
の
影
響
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
「
革
命
文
学
い
論
へ
と

(
法
二
〉

移
行
し
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。
拙
稿
叶
創
造
社
年
表
い
に
も
収
め
た

よ
う
に
同
人
の
大
半
が
日
本
留
学
生
で
あ
る
創
造
社
は
、
そ
の
ぺ
左

傾
化
い
も
日
本
の
近
代
文
学
、
と
り
わ
け
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
流

れ
と
の
関
わ
り
か
ら
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
し
た
持
、
後

期
新
人
会
が
一
樹
木
イ
ズ
ム
の
メ
ッ
カ
と
い
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
一
つ

注
日
す
べ
き
事
柄
の
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。

ま
た
、
中
間
関
社
会
主
義
青
年
間
一
の
機
関
誌

は
少
年

中
留
学
会
の
思
想
的
分
化
を
背
景
に
マ
ル
ク
ス
主
義
を
受
容
し
た
荷

会
会
員
を
中
心
に
し
て
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
て
み

た
降
、
少
年
中
国
学
会
と
密
接
な
人
的
な
繋
り
が
あ
っ
た
創
造
社
の

「
左
傾
化
」
は
少
年
中
国
学
会
の
思
想
的
分
化
、
《
中
国
青
年
》
と

の
関
わ
り
か
ら
も
捉
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

田
漢
は
一
九
二

O
年
一
月
少
年
中
国
学
会
会
員
宗
白
華
の
紹
介
で

郭
沫
若
を
知
り
、
創
造
社
結
成
の
話
に
加
わ
る
。
だ
が
、
一
九
二
二

年
の
秋
、
成
仇
吾
と
の
争
い
が
も
と
で
創
造
社
の
中
心
か
ら
離
れ

る
。
田
漢
が
創
造
社
の
主
翼
の
一
人
と
し
て
活
躍
し
た
の
は
僅
か
二

年
余
の
罰
で
あ
る
。

回
漢
個
人
の
営
み
は
創
造
社
と
い
う
社
罰
金
体
に
通
じ
る
も
の
で

は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
社
聞
に
属
す
る
個

々
人
の
営
み
は
、
と
き
に
そ
の
社
間
の
よ
り
本
質
に
近
い
も
の
を
映

し
だ
し
て
く
れ
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。

小
論
は
、
新
人
会
、
少
年
中
国
学
会
と
の
関
わ
り
を
軌
に
す
え
な

が
ら
、
そ
の
関
わ
り
の
い
わ
ば
接
点
に
い
た
問
漢
の
営
み
を
通
じ

て
、
「
制
球
明
期
い
の
創
造
社
の
文
学
の
質
や
性
格
の
一
端
を
明
ら
か

に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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司よ

先
ず
立
論
の
前
提
と
な
る
少
年
中
国
学
会
と
新
人
会
と
の
交
流
を

概
観
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。



周
知
の
よ
う
に
、
新
人
会
は
一
九
一
八
年
十
二
月
、
吉
野
作
造
の
幼

力
の
下
に
東
京
帝
大
法
科
の
学
生
、
赤
松
克
磨
、
宮
崎
竜
介
、
一
わ
波

(注…ニ〉

春
雄
等
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
。
開
会
綱
領
は
ご
、
吾
徒
ハ
世
界

ノ
文
化
的
大
勢
タ
ル
人
類
解
放
ノ
新
気
運
一
一
協
調
シ
之
カ
促
進
一
一
努

ハ
注
問
)

ム
。
一
、
ハ
現
代
日
本
ノ
正
当
ナ
ル
改
造
運
動
一
一
従
フ
い
で
あ

る。
ま
た
、
少
年
中
国
学
会
は
新
人
会
と
同
じ
一
八
一
八
年
の
六
月
三

十
日
に
北
京
の
獄
雲
別
緊
で
準
備
会
が
関
か
れ
、
一
年
の
準
備
期
間

を
経
て
翌
一
九
年
の
七
月
一
日
に
正
式
に
発
足
し
た
。
発
起
人
は
玉

光
折
、
陳
愚
生
、
周
太
玄
、
曾
璃
、
雷
居
生
、
張
夢
九
、
李
大
剣
の

七
名
、
同
会
の
宗
旨
は
「
科
学
的
精
神
に
基
づ
き
、
社
会
的
活
動
を

(
片
山
五
)

行
い
、
H

少
年
中
国
υ

を
創
造
す
る
」
で
あ
っ
た
。

こ
の
二
つ
の
会
は
交
流
が
あ
っ
た
と
い
う
事
実
だ
け
か
ら
も
容
易

に
想
像
さ
れ
る
よ
う
に
あ
る
共
通
し
た
雰
囲
気
を
も
っ
て
い
る
。

「
少
年
中
国
」
「
ペ
S
H
M
m
h
r広
三
、
ぺ
新
人
」
と
い
う
一
言
葉
が
そ
れ

を
端
的
に
現
わ
し
て
い
よ
う
。
い
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
変
革
の
主
体

を
「
純
真
な
る
良
心
と
聡
明
な
る
理
智
と
熱
烈
な
る
気
税
と
を
有
す

(
注
心
ハ
〉

る
青
年
自
身
い
に
求
め
た
、
青
年
の
気
概
と
使
命
感
で
あ
る
。
そ
れ

は
ま
た
、
自
覚
せ
る
青
年
、
す
な
わ
ち
「
Z
2司
∞
立
江
ど
の
青
年

こ
そ
が
そ
の
思
想
的
な
掃
で
も
勺
世
界
の
潮
流
い
と
常
に
一
つ
の
方

ハ
仲
比
七
〕

向
ヘ
む
か
つ
て
進
む
も
の
だ
と
い
う
自
負
に
づ
く
も
の
で
あ
っ

た
。
少
年
中
国
学
会
に
つ
い
て
い
え
ば
彼
ら
が
創
造
し
よ
う
と
す
る

少
年
中
国
と
は
、
一
に
「
二
十
世
紀
の
思
潮
に
適
合
す
る
少
年
中

(
法
八
)

間
」
な
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
は
こ
う
し
た
同
時
代
的
精
神
を
共
有
し
て
い
た
こ
と
が

こ
の
背
景
と
し
て
あ
る
だ
る
う
。
少
年
中
国
学
会
と
の
交
流
は
後
述

す
る
よ
う
に
、
一
九
二

O
年
五
月
の
「
北
京
大
学
遊
日
学
生
間
」
の

来
日
を
も
っ
て
一
つ
の
頂
点
を
む
か
え
る
。
こ
れ
に
到
る
経
過
に
つ

(
茂
九
)

い
て
は
夙
に
松
尾
尊
先
氏
が
「
民
本
主
義
者
と
五
・
凶
運
動
」
の
中

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
私
も
そ
の
一
部
を
す
で
に
書
い
こ
と
も

(
法
一

O
)

あ
り
、
こ
こ
で
は
若
干
の
事
実
を
補
い
な
が
ら
鱒
潔
に
叙
述
し
た

、。、
しM喝
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松
尾
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
当
時
の
「
五
・
四
い
運
動
非
難

の
論
調
が
大
勢
を
占
め
た
中
で
そ
れ
に
対
し
卓
越
し
た
評
価
を
下
し

た
吉
野
作
造
は
、
一
九
一
九
年
六
月
、
駒
栄
閉
会
会
員
有
志
の
決
議
を

受
け
て
、
?
北
京
か
ら
教
授
一
名
、
学
生
再
三
名
」
を
東
京
に
招
く

(
注
一
一
)

べ
く
北
京
の
李
大
剣
に
書
簡
を
送
っ
た
。
当
時
、
北
京
大
学
の
図
書

館
主
任
で
少
年
中
間
学
会
発
起
人
で
も
あ
っ
た
李
大
針
は
、
吉
野
作

造
の
北
洋
法
政
学
堂
教
習
時
代
の
教
え
子
で
あ
る
。

李
大
鋭
か
ら
の
返
事
に
は
学
生
来
日
の
話
は
な
く
、
「
日
本
国
民
の

真
意
及
び
デ
モ
グ
ラ
シ
!
の
精
神
を
弊
国
人
民
の
前
に
披
示
」
す
ベ

く
む
し
ろ
吉
野
の
中
国
訪
問
を
促
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
吉



野
は
夜
に
学
生
来
日
の
件
を
李
大
針
に
談
合
し
て
も
ら
う
べ
く
、
訴

し
も
北
京
に
向
っ
て
い
た
新
人
会
会
員
一
岡
上
守
道
に
そ
の
旨
依
頼

(
訟
ゴ
一
一
〉

し
た
。
し
か
し
、
李
大
剣
に
会
っ
た
向
上
は
、
「
新
思
潮
を
了
解
せ
る

青
年
教
授
」
の
訪
日
は
可
能
だ
が
、
学
生
訪
日
の
件
は
「
刻
下
の
外

交
問
題
」
が
何
ら
か
の
結
着
が
つ
く
ま
で
無
理
で
あ
ろ
う
と
の
李
大

針
の
蓄
を
伝
え
て
き
た
。

と
こ
ろ
で
、
向
上
が
中
間
に
向
っ
た
の
と
前
後
し
て
、
上
海
の
全

関
学
生
聯
合
会
は
察
拐
会
に
宛
て
次
の
よ
う
な
書
簡
を
発
表
し
て
い

(
校
二
三

た
。
彼
ら
は
そ
の
中
で
、
排
誌
の
対
象
は
あ
く
ま
で
「
侵
略
主
義
的

日
本
」
に
あ
り
「
親
諮
問
的
平
和
的
平
民
主
義
的
日
本
」
に
は
な
い
こ

と
を
の
ベ
、
さ
ら
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
が
寸
経
済
政
策
を
も
っ
て
東

方
に
殺
到
い
し
て
い
る
今
日
、
日
中
が
共
同
し
て
こ
れ
と
斗
う
必
要

が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
審
簡
は
反
帝
・
反
軍
関
の
視

点
か
ら
日
中
人
民
の
連
帯
を
説
い
て
い
る
点
で
踊
期
的
な
輩
出
衝
で
あ

る。
し
か
し
な
、
が
ら
、
こ
の
書
簡
が
発
表
さ
れ
た
後
も
学
生
来
日
の

は
的
行
易
に
突
現
は
し
な
か
っ
た
。
こ
の
後
、
宮
崎
竜
介
な
ど
何
人

ハ
総
一
間
)

か
の
新
人
会
会
員
が
中
間
と
往
き
来
し
、
少
年
中
間
学
会
側
か
ら
新

ハ
政
一
五
〉

人
会
に
初
め
て
及
し
た
易
潜
在
の
文
章
な
ど
も
発
表
さ
れ
る
が
、

そ

の

た

の

は

そ

れ

か

ら

半

年

以

上

も

た

っ

て

の

こ

と

で

あ
る
。

「
北
京
大
学
遊
日
学
生
鴎
」
が
組
織
さ
れ
、
北
京
を
出
発
し
た
の

(
九
氏
一
六
)

は
一
九
二

O
年
の
四
月
二
七
日
で
あ
っ
た
。
民
間
は
団
長
の
北
京
大

学
教
授
高
一
溜
ほ
か
五
名
の
学
生
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
学
生
の

中
に
は
康
白
清
以
下
回
名
の
少
年
中
国
学
会
会
員
が
い
た
。
実
質
的

に
少
年
中
留
学
会
を
代
表
す
る
問
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ

。
λ
ノ

新
人
会
は
、
五
月
一
一
日
、
上
京
し
た
こ
の
間
の
た
め
に
帝
大
構

内
山
上
会
議
所
で
歓
一
迎
の
晩
餐
会
を
附
惜
し
た
ο

こ
の
呂
、
吉
野
作
造

、
が
出
結
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
森
戸
辰
造
、
櫛
由
民
蔵
も

出
席
し
、
ま
さ
し
く
少
年
中
国
学
会
と
新
人
会
と
の
交
流
の
中
で
一

つ
の
頂
点
で
あ
っ
た
G

そ
し
て
、
新
人
会
は
こ
の
日
の
こ
と
を
寸
又

諸
君
は
北
京
大
学
を
代
表
す
る
と
共
に
、
支
那
の
学
生
運
動
の
一
枢

軸
た
る
少
年
中
国
学
会
の
幹
部
で
あ
る
ο

諸
君
の
来
朝
に
依
っ
て
芳

き
支
那
の
先
駆
的
一
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
少
年
中
間
学
会
と
若
き
日
本

の
先
駆
的
…
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
新
人
会
と
の
箆
き
握
手
が
成
っ
た
訳

〈法一
e

七
V

で
あ
る
」
と
報
じ
た
の
で
あ
る
。
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だ
が
、
そ
れ
は
問
時
に
会
と
し
て
交
流
し
得
た
最
後
で
も
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
松
尾
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
彼
ら
の
来
日
に
応

え
る
べ
く
進
め
ら
れ
て
い
た
訪
中
の
計
繭
は
政
府
の
弾
圧
に
よ
っ
て

日
の
目
を
見
ず
、
ま
た
新
人
会
機
関
誌
に
は
そ
の
年
の
七
月
以
降
中

国
に
関
す
る
問
題
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
つ
い
に
な
か
っ
た
の
で
あ



る
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
会
と
し
て
の
交
流
の
最
後
で
は
あ
っ
て

も
、
冒
頭
の
問
撲
の
詩
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
そ
の
関
係
が
全
く
断
た

れ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
そ
れ
は
、
こ
の
交
流
の
中
で
生
ま
れ
た

個
的
な
繋
り
を
基
に
、
少
年
中
国
学
会
と
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
創

造
社
同
人
、
国
漢
、
李
初
梨
な
ど
む
し
ろ
個
人
レ
ベ
ル
で
受
け
継
が

れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
あ
え
て
い
え
ば
、
こ
の
備
的
な
レ
ベ
ル
で
の

繋
り
は
そ
こ
に
い
た
個
々
人
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
彼
ら
を
通
じ
て

創
造
社
に
、
さ
ら
に
は
少
年
中
留
学
会
に
も
あ
る
影
響
を
与
え
て
い

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
忠
わ
れ
る
。

以
下
私
は
こ
の
交
流
の
中
の
接
点
に
い
た
と
考
え
ら
れ
る
用
漢
の

営
み
を
通
じ
て
創
造
社
・
少
年
中
国
学
会
・
新
人
会
の
か
か
わ
り
、

さ
ら
に
は
創
造
社
の
文
学
の
質
・
性
格
の
一
端
を
考
え
て
み
よ
う
と

思
う
。

恒)

出
漢
、
一
八
九
八
年
湖
南
省
長
沙
の
生
れ
で
あ
る
。
幼
小
の
墳
か

ら
演
劇
を
好
み
、
八
才
の
時
に
父
親
を
失
っ
た
と
い
う
田
漢
は
、
お

そ
ら
く
多
感
な
少
年
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
父
親
の
死
後
、
回
漢

の
一
家
は
母
方
の
叔
父
で
、
後
に
間
漢
の
妻
に
な
る
易
激
議
の
父
易

(
法
一
八
し
)

梅
閣
の
援
助
を
受
け
る
。

辛
亥
の
年
、
国
漢
、
緩
か
に
十
二
才
で
あ
る
。
彼
は
漢
陽
の
役
で

死
ん
だ
劉
玉
堂
の
追
悼
会
で
主
人
を
失
っ
た
軍
馬
を
見
て
涙
す
る
。

回
漢
が
家
人
に
内
緒
で
北
伐
学
生
事
に
参
加
し
た
の
は
そ
の
後
ま
も

な
く
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
間
漢
が
学
生
寧
に
い
た
の
は
一
一
一
ヵ
月
余
り

の
期
間
で
し
か
な
い
。
だ
が
、
辛
亥
革
命
で
火
の
つ
い
た
愛
国
的
感

情
は
回
漢
の
中
か
ら
消
え
て
は
い
な
い
。

国
漢
は
「
南
北
和
議
い
後
学
生
寧
を
離
れ
て
学
費
の
い
ら
な
い
長

沙
第
一
師
範
学
校
に
入
学
す
る
。
彼
の
劇
作
は
こ
の
こ
ろ
か
ら
始
ま

る
。
同
漢
が
《
長
沙
日
報
》
に
投
稿
し
た
最
初
の
戯
曲
は
、
京
劇
「
一
一
一

娘
教
子
」
を
改
編
し
た
「
新
教
子
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
「
漢

陽
の
役
で
戦
死
し
た
軍
人
の
妻
が
そ
の
子
に
父
親
の
志
を
継
い
で
国

ハ
法
一
九
)

家
、
民
族
の
た
め
に
尽
力
す
る
よ
う
教
え
諭
す
」
と
い
う
話
で
あ
る
。

間
漢
が
最
初
に
日
本
に
留
学
し
て
き
た
の
は
一
九
一
六
年
で
あ

る
。
だ
が
、
彼
は
二
年
後
の
「
日
中
軍
事
協
約
」
反
対
運
動
の
中
で

婦
問
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
帰
国
運
動
が
少
年
中
国
学
会
結
成
の
背

(
注
二

O
)

景
に
な
っ
て
い
る
の
は
「
創
造
社
年
表
」
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
は
こ
う
し
た
素
朴
な
愛
国
的
感
情
と
、
早
く
か
ら
少
年

中
国
学
会
に
加
入
し
て
い
た
左
舜
生
、
易
君
左
等
と
の
偶
人
的
な

繋
り
か
ら
回
漢
も
ま
た
少
年
中
国
学
会
に
加
入
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

田
漢
が
少
年
中
留
学
会
に
加
入
し
た
の
は
「
五
・
四
」
運
動
が
起
き

て
間
も
な
い
一
九
一
九
年
五
月
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。
国
漢
は
こ
の

持
、
郷
里
長
沙
か
ら
ほ
と
ん
ど
駆
落
ち
同
様
の
仏
国
好
で
愛
す
る
易
激
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「
社
会
的
」
な
部
類
に
属
し
、
し
た
が
っ
て
学
会
発
展
の
目
標

も
「
個
性
の
完
成
を
図
る
一
、
一
社
会
の
改
造
を
図
る
」
の
二
つ
が
あ

る
ι
こ
の
た
め
に
は
一
私
た
ち
向
人
は
第
一
に
理
想
生
活
と
現
在
の
実

生
活
と
を
-
調
和
し
て
、
あ
の
吋
』
現
実
的
理
想
と
理
想
的
現
実
b

の
第

(
ふ
げ
比
二
四
)

一
二
世
界
を
建
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

…
第
三
世
界
~
と
い
う
言
葉
'
日
体
は
、
イ
プ
セ

γ
の
「
皇
帝
と
ガ
リ

ラ
ヤ
人
い
の
中
に
設
場
す
る
神
秘
家
マ
キ
シ
モ
ス
の
一
一
一
一
向
葉
で
あ
る
。

そ
れ
は
「
智
識
の
樹
と
十
字
架
の
樹
を
基
礎
」
に
し
た
来
る
べ
き
理

想
世
界
の
こ
と
で
あ
り
、
回
漢
が
し
ば
し
ば
用
い
る
一
一
一
一
口
葉
で
い
え

ば
「
家
肉
一
致
の
世
界
い
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
問
漢
の
理
想

と
す
る
ぺ
少
年
中
国
い
像
と
は
こ
の
一
致
の
世
界
い
の
こ
と

で
あ
る
と
い
え
よ
う
G

間
撲
が
加
入
し
た
の
は
「

と
述
懐
す
る
こ
の
一

の
中
で
最
も

の
日
本
行
の
途
中

創

造

社

の

メ

ン

バ

;

の

中

で

に

加

入

し

た

の

は

一

人
間
漢
だ
け
で
は
な
い
。
卒
初
梨
、
郷
的
奇
も
少
年
中
国
学
会
会
員

ハ九一比二一一)

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
正
式
の
会
員
で
は
な
か
っ
た
が
主
独
治
、
J

郭
沫

若
も
少
年
中
間
学
会
に
近
い
と
こ
ろ
に
い
た
と
忠
わ
れ
る
。
郭
沫
若

を
例
に
と
れ
ば
、
彼
は
王
光
祈
、
骨
端
、
周
太
玄
等
と
間
川
の
成
都

高
等
学
常
一
一
分
設
中
学
時
代
ぺ
同
学
い
で
あ
り
、
《
少
年
位
界
》
日
本

(
h
r
江
A

牟一一
ev

け
げ
に
も
寄
稿
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
少
年
中
国
学
会
と
創
造

社
と
は
同
時
代
的
性
格
を
も
っ
て
い
た
以
上
の
結
核
な
関
係
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
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ま
た
、
こ
こ
に
は
悶
漢
の
中
間
の
現
状
に
対
す
る
認
識
の
一
端
が

現
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
問
漢
に
は
「
個
性
の

完
成
い
と
(
社
会
の
改
浩
い
と
を
二
つ
な
が
ら
に
解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
と
し
て
中
間
の
現
状
は
校
っ
て
い
た
と
忠
わ
れ
る
。

だ
が
、
そ
れ
は
問
漢
だ
け
の
認
識
で
は
な
か
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。

や
や
一
般
化
し
す
ぎ
た
い
い
方
に
な
る
が
「
五
・
問
〕
期
の
青
年
知

識
人
、
し
か
も
中
国
の
総
人
口
か
ら
み
れ
ば
圧
倒
的
に
少
数
者
で
あ

っ
た
彼
ら
が
む
し
故
に
怠
識
、
無
怠
識
古
関
わ
ず
抱
え
て
い

た

課

題

と

は

、

の

植

民

地

状

態

か

ら

の

解

放

で

あ

り

、

ま

IJ] 

の

は

、

の

い

川

上

で

の

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
は
、
東
京
府
下
戸
塚
町
大
不
誠
一
一
一
叫

プ
七
三
松
山
荘
で
六
月
二
九
日
に
閃
か
れ
た
。

二
日
後
に
終
え
、
こ
の

性
格
な
も
っ
て
い
る
ο

に
つ
い
て
次
の
よ

ら

。〉

よ
る
初
の
連
絡
会
的
な

ーノ
1
1
均
ふ
一

η
v
i
t
e右
Fuv

出
肢
は
こ
の
時
、

発
誌
か
な
し
て
い
る
。

〉
ゴ
J
1く

L
F
L
i
Y
A
A」
L

b

h

ヲ
れ
』
ノ
14JXじ
P

ごい
L
r
'
J
~
、
ー
士
、

グヂ

j
m伸一
l

日
イ
喝
の
汁
取
れ
や
も
忍
/
在
L
R
之

ハ

オ

ペ

つ
で
あ
る
心
的
者
は
例
人
的
¥
後

位
の
風
一
%
を
転
移
す
る
ー
の



た
そ
れ
と
不
可
分
な
も
の
と
し
て
あ
っ
の
近
代
化
い
で
あ
っ

た
ろ
う
。
ぺ
少
年
中
間
の
斜
造
ん
を
最
終
日
的
と
す
る
少
年
中
間
学
会

と
は
ま
さ
し
く
こ
の
課
題
に
応
え
よ
う
と
し
た
青
年
知
識
人
の
集
り

で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
あ
え
て
い
え
、
ば
、
こ
こ
に
は
新
人
会
と
少

年
中
間
学
会
と
の
あ
る
違
い
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。
つ

ま
り
、
少
年
中
関
学
会
と
は
発
起
人
七
名
の
顔
ぶ
れ
を
み
て
も
わ
か

る
よ
う
に
未
だ
思
想
的
に
未
分
化
な
状
態
の
中
で
ぺ
少
年
中
国
の
創

造
」
と
い
う
ナ
シ
ョ
ナ
ル
た
課
題
を
背
負
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
応
対
し
新
人
会
は
結
成
の
背
景
に
浪
人
会
と
古
野
作
迭
と
の
立
合

演
説
会
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
結
成
の
当
初
か
ら
本
質
的
に
は
悶

家
主
義
な
ど
と
は
相
符
れ
ぬ
性
格
を
も
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
そ

れ
は
《
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
》
の
…
i

発
刊
の
詐
い
で
世
界
の
文
化
的
大
勢
か

ら
ヒ
ュ

i
マ
ニ
ズ
ム
の
基
本
原
理
と
し
て
デ
モ
グ
ラ
シ
ー
が
説
か
れ

る
の
に
対
し
、
出
撲
が
「
恐
特
史
的
百
年
祭
」
(
《
少
年
中
国
》
…
巻

…
期
)
の
中
で
そ
れ
を
ア
メ
リ
カ
人
の
…
i

民
族
性
の
結
品
」
と
捉
え

て
い
る
こ
と
で
よ
り
は
っ
き
り
す
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
出
演
に
と
っ
て
先
の
課
題
に
応
え
る
恰
好
の
手
段
と
も
い

え
る
の
が
幼
い
頃
か
ら
親
し
ん
で
い
た
文
っ
た
の
で
あ
る
。

少
年
中
国
学
会
は
一
九
一
一

O
年
か
ら
こ

身
志
業
調
査
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト

の
中
の
質
問
事
項

年
か
け
て

っ
て
い
る

c
m漢
は
そ

生
研
究
し
た
い
学
術
い
に
は
「
〉
門
け
い
と
、

三
位
従
事
し
た
い
に
は
「
ヨ
ミ
者
岡
山
Z
柏

市

o
ぇ
ミ

2
写

三
比
二
五
〕

2
1
0
p
同
v
m
戸
叫
阿
見
吉
ぬ
い
と
答
え
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
ご
生
従
事
し
た
い
事
業
レ
に
対
し
て
会
員
の

大
半
が
ぺ
教
育
い
と
問
答
し
て
お
り
、
「
文
学
い
と
回
答
し
た
の
は

問
撲
と
沈
沢
氏
の
二
人
だ
け
で
あ
る
。
一
ー
教
育
L

が
重
視
さ
れ
た
の

は
少
年
中
間
学
会
の
次
の
よ
う
な
発
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
少

年
中
国
学
会
第
…
問
斑
事
王
光
祈
は
「
少
年
中
間
学
会
之
精
神
及
穴
ハ

(
沖
ば
d

二ハ〉

進
行
計
制
ん
の
中
で
、
開
会
に
と
っ
て
「
少
年
中
国
の
創
造
い
が
最

終
的
な
日
的
で
あ
り
、
そ
の
コ

i
ス
を
導
く
た
め
の
理
論
す
な
わ
ち

は
会
員
各
人
で
追
求
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
会
全
体
と
し
て
ど

在
採
用
す
る
か
は
当
面
の
で
は
な
い
と
い
う
。
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そ
れ
は
、
現
状
で
は
い
か
な
る
「
を
採
用
し
て
も
そ
れ
は
成

功
し
な
い
か
ら
で
あ
り
、
中
国
人
の
思
想
溶
慣
の
徹
底
的
な
改
革
と

い
う
そ
の
た
め
の
土
台
作
り
が
先
決
問
題
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
だ

が
い
え
ば
、
そ
こ
で
(
教
育
レ
と
「
文
学
い
が
同
列
に
な
ら
ん
で
い

る
こ
と
は
、
主
光
析
の
問
題
の
前
で
文
学
、
さ
ら
に
は
芸
術
一
般
、

学
術
ま
で
も
が
当
時
、
そ
れ
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
だ
ろ
う
。
い
い
か
え
る
な
ら
そ
れ
に
応
え
る
こ
と
が
文
学

の
も
つ
使
命
で
あ
り
、
そ
こ
で
占
め
の
意
味
で
あ
っ
た
と
い

え
よ
う
c

さ
て
回
漢
の
い
う
文
学
が

儲
性
の
完
成
」
と
「
社
会
の
改
造
」



と
を
二
つ
な
が
ら
に
図
る
文
学
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
そ
れ
は
竹
内
好
氏
の
い
う
「
民
族
の
た
め
の
文
学
と
近
代
的
な

自
我
の
確
立
の
文
学
い
と
を
同
時
に
志
向
し
た
「
悶
民
文
学
」
的
な

ハ
法
一
一
七
)

性
格
を
も
っ
て
い
る
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
先
に
の
べ
た
「
五
・
四
」
期
の
青
年
知

識
人
が
抱
え
て
い
た
課
題
同
様
に
、
あ
る
意
味
で
二
重
性
を
も
っ
て

い
る
と
い
え
よ
う
ο

つ
ま
り
、
〔
民
族
の
た
め
の
文
学
ー
一
と
「
近
代

的
な
自
我
の
確
立
の
文
学
い
と
が
結
び
つ
き
得
る
た
め
に
は
ま
だ
多

く
の
中
間
項
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
出
漢
の
場
合
、
そ
の

二
つ
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
結
び
つ
い
て
い
た
と
こ
ろ
に
よ
り
積
極
的
な

の
意
味
が
見
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
ま
た

い
え
ば
、
少
年
中
間
ぺ
少
年
中
間
」
創
造
の
た
め
の
そ
の
土

台
造
り
を
当
初
の
課
題
と
し
た
よ
う
に
、
間
漢
が
ま
ず
義
手
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
「
社
会
の
改
造
い
に
先
立
つ
「
個
人
の
改

造
」
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
間
撲
に
と
っ
て
「
社
会
の
改
造
い
が
究
極

の
問
題
で
あ
り
な
が
ら
ぺ
個
性
の
完
成
い
を
め
ざ
す
、
い
い
か
え
る

な
ら
偲
の
問
題
を
ま
ず
そ
の
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

そ
う
し
た
回
撲
に
と
っ
て

rH
ら
の
境
遇
も
合
め
て
最
大
の
関
心
事

で
あ
っ
た
の
が
恋
愛
・
結
婚
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
イ
プ
セ
ン
の

「
人
形
の
家
」
が
当
時
、
問
題
郷
、
社
会
劇
と
い
わ
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
も
解
る
よ
う
に
、
個
が
社
会
と
対
立
す
る
一
つ
の
図
式
の
反
映

で
あ
り
、
回
漢
に
と
っ
て
は
後
述
す
る
よ
う
な
「
霊
肉
の
衝
突
」
の

典
型
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

時
期
的
に
は
や
や
下
る
、
が
、
回
漢
は
所
謂
…
ー
白
蓮
事
件
」
の
新
聞

記
事
を
逐
一
日
記
に
書
き
と
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
白
蓮
が
夫
の
閥

や
富
、
名
声
を
毅
然
と
し
て
捨
て
て
、
一
;
愛
と
自
覚
の
生
活
j

一
を
求

め
た
が
ゆ
え
に
「
人
形
の
家
い
の
ノ
ラ
に
な
っ
た
と
同
時
に
、

ζ
碍

(
山
口
い
…
…
八
)

の
夫
人
」
の
エ
リ
ノ

i
デ
に
も
な
っ
た
の
だ
と
記
し
て
い
る
。

あ
え
て
い
え
ば
、
一
近
代
的
な
臼
我
の
確
立
i

一
に
は
じ
ま
り
そ
れ

と
「
民
族
の
た
め
の
文
学
」
と
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
結
び
つ
け
て
考
え

て
い
た
間
漢
に
と
っ
て
、
そ
の
文
学
と
は
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
主
体

の
自
覚
と
奮
関
と
を
捉
し
な
が
ら
つ
い
に
は
J
M
M

ら
理
想
と
す
る
「
少

を
創
造
す
る
も
の
と
し
て
け
ら
れ
て
い
た
に
違
い

F
i
h

、0

4
J
H
B
U
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D
U
 

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
文
学
を
通
じ
て
恕
想
と
す
る

を
創
造
し
よ
う
と
し
て
い
た
田
漢
は
、
二
五
、
六
歳
ま
で
に
詩
歌

論
、
小
説
論
を
含
む
「
少
年
中
間
の
新
文
学
建
設
論
」
を
ま
と
め
る
階

士
山
一
一
九
}

想
を
持
っ
て
い
た
心
そ
の
一
連
の
作
業
と
も
い
え
る
の
が
「
詩
人
与

労
働
運
動
い
公
少
年
中
国
》
…
巻
八
期
・
悶
九
期
〉
、
三
新
経
義
主
義

及
其
地
い
(
間
二
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
だ
け
か
ら
も
わ
か
る



よ
う
に
、

の
い
う
「

と
は

日
本
で
は
み
る
こ
と
、
が
で

別

~
J
N
5口
口
山
内
H

仏
問
。
ω
m
y
…

製
花
大
鼓
を
鳴
っ
て
い
た

劉
翠
仙
を
そ
デ
ル
に
、
歌
姫
と
楽
士
と
の
恋
愛
を
措
い
た
「
む
O
B
?

の

同

防

止

の

〉

江

た

Z
8
3河
0
5
3止
の
の
戯
曲
い
で
あ
る
と

し

て
き
た
i丑

、-_.. ~，英

ゴしが
一最
も

芸
術
と
は
日
本
に

強
い
感
動
と
興
奮
と
を
党
え
た
芸
術
で
あ
っ

年
の
二
月
掛
伯
奇
と
有
楽
座
で
メ

i
テ
ル
リ
ン
グ
の

み
た
。
彼
は
そ
の
時
の
興
奮
を
こ
の
年
の
一
月
に
文
過
を
始
め

か
り
ノ
の
郭
沫
若
に
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い

沫
活
!
・
私
は
本
当
に

を
H

沈
鐘
μ

の円
を
み

Z
8
2月
0
5
2同
一
の
り

5
5何回

せ

こ
の
新
劇
の
ふ
る
わ
ぬ
日
本
で
さ
ら
に

と
捉
え
て
い
く
の
は
自
ら
が
そ
の

と
い
う
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
そ
れ
は
、

こ
そ
が
コ
一
十
世
紀
の
思
潮
に
適
合
し

応
し
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
、

れ
た
か
ら
で
あ
る
。

は

を

を
引
用

し
マ
ル
ク
ス
と
ゾ
一
ブ
と
の
共
通
点
を
探
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
わ
か
る
よ
う
に
進
化
論
が
一
つ
の
発
展
法
則
を
も
っ
て
い
た
そ
の

「
科
学
性
い
ゆ
え
に
マ
ル
ク
ス
主
義
理
解
の
当
然
の
前
提
と
な
っ
て

い
た
当
時
の
時
代
的
雰
間
気
と
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
進
化
論
の
取
り
上
げ
方
は
ま
た
回
漢
自
身
の
あ
る
社
会
主

義
に
対
す
る
関
心
を
も
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

困
撲
の
ロ
シ
ア
革
命
に
対
す
る
反
応
は
緩
め
て
早
い
。
そ
れ
は
由

演
の
奴
父
、
易
梅
閣
の
影
響
で
あ
る
。
国
漢
は
ロ
シ
ア
革
命
が
起
き

る
と
ま
も
な
く
易
梅
閣
の
勧
め
に
従
っ
て
新
聞
記
事
か
ら
材
料
を
集

世
一
間
き
、
易
梅
盟
が
関
係
し
て
い

ナ
叢
》
に
投
稿
し
た
。
こ
れ
が
き

あ
る
李
大
針
か
ら
激
励
の
手
紙
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め
て
た
と
思
わ
れ
る
神
州
学
会
の

っ
か
け
と
な
っ

を
受
け
と
る
の

さ
て
、
前
述
し
た
進
化
論
的
発
展
法
制
別
に

解
と
は
、
文
芸
思
潮
史
に
社
会
思
想
史
、
さ
ら
に

ま
で
を
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
さ
せ
て
捉
え
る
も
の
で
あ
る
。
い
ま
そ
の



図
式
を
「
詩
人
与
労
働
運
動
」
の
中
に
み
る
な
ら
ば
、

資
本
主
義
、
浪
漫
主
義
と
民
主
主
義
、
自
然
主
義
と
社
会
主
義
と
を

そ
れ
ぞ
れ
ぞ
重
ね
合
わ
せ
る
と
い
う
関
式
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
図

式
に
第
一
階
級
1
君
主
階
級
、
第
二
階
級
1
貴
族
踏
級
、
第
三
階
級

1
中
産
階
級
と
い
う
図
式
が
オ
ー
バ
!
ラ
ッ
プ
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
先
に
位
援
づ
け
ら
れ
る
の
が
「
新
浪
漫
主
義
い
な
の
で
あ
る
G

m撲
は
「
新
浪
漫
主
義
及
其
他
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
じ

の
神
秘
と
い
う
も
、
い
た
ず
ら
に
忘
我
の
境
を
謡

歌
す
る
だ
け
で
、
夢
幻
の
空
想
に
耽
り
、
ま
っ
た
く
現
笑
の
生
活

を
遊
離
し
て
し
ま
っ
て
い
る
ο

し
か
し
新
浪
漫
主
義

zg'MNC同H
H
a

g江
氏
ω
ヨ
と
は
か
つ
て
…
度
自
然
主
義
に
よ
っ
て
現
実
の
洗
礼

を
受
け
、
懐
疑
の
苦
悶
を
へ
て
、
科
学
的
精
神
に
陶
冶
さ
れ
た
後

れ

の

で

あ

る

。

こ
の
よ
う
に
悶
漢
に
よ
れ
ば
ぺ
新
浪
漫
主
義
L

と
は
旧
来
の

と
自
然
主
義
の
双
方
の
性
格
を
合
わ
せ
も
つ
、
つ
ま
り
は
現
実
的
、

科
学
的
な
側
而
を
も
っ
と
同
一
時
に
、
理
想
的
、
神
秘
的
な
側
一
間
を
も
持

っ
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
新
の
文
学
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の

ぺ
新
浪
法
主
義
一
の
文
学
に
よ
っ
て
現
出
さ
れ
る
世
界
が
最
も
勺
近
代

的
ん
な
社
会
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
辺
苦
肉
一
致
の
世
界
〕

な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
凶
漢
自
身
が
ほ
ら
求
め
る
世
界
を
「

2
8
5

ハ
片
山
一
コ
閉
〕

同
0
5
2
5
0
の
楽
土
い
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
で
明
ら
か
だ
ろ
う
。

一
致
の
世
界
」
、
そ
れ
は
「
新
浪
漫
主
義
」
の
合
わ
せ
も

っ
こ
つ
の
性
格
に
よ
っ
て
現
出
さ
れ
る
世
界
で
あ
ろ
う
。
田
漢
は
そ

れ
が
現
実
的
、
科
学
的
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
実
社
会
の
矛
盾
を

つ
き
、
理
想
的
、
神
秘
的
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
覚
か
ら
奮
闘
へ

と
導
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
出
さ
れ
る
と
捉
え
て
い
た
に
違
い
な

い
。
そ
し
て
、
間
漢
に
と
っ
て
彼
の
力
点
が
前
者
よ
り
後
者
に
あ
っ

た
こ
と
も
い
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

回
漢
は
自
ら
感
動
し
た
「
Z
8
8同
0
5
5立
の
む

2
5
と

に
つ
い
て
、
そ
れ
が

2
…
苧
術
生
活
と
現
実
生
活
の
衝
突
の
悲
劇
レ
、

つ
ま
り
ぺ
霊
肉
の
衝
突
」
を
拾
き
な
が
ら
、
そ
こ
に
「
悲
し
み
ゃ
ず

び
を
超
越
し
た
一
つ
の
実
の
世
界
を
形
成
し
た
い
と
い
い
、
そ
れ
こ

そ
が
「

Z
g向。
5
3
f
2
5
の
本
領
」
な
の
だ
と
郭
沫
若
に
伝
え
て

い
る
。
そ
れ
は
悶
漢
の
言
葉
で
い
え
ば
「
新
浪
漫
主
義
」
の
「
生
活

を
芸
術
化
〉

3
2
2門
め
い
す
る
力
で
あ
り
、
「
人
生
を
美
化
∞

zcs

三
円
二
五
)

ぇ
ぞ
い
す
る
力
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。

だ
が
、
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い

え

ば

、

に

よ

っ

て

喚

起

さ

れ

る

の

は
あ
く
ま
で
個
人
の
自
覚
で
あ
り
、
偲
の
奮
闘
の
精
神
で
し
か
な

い
。
そ
こ
に
は
そ
れ
が
刊
社
会
の
改
造
」
へ
と
向
っ
て
い
く
必
然
性

は
必
ず
し
も
存
ん
な
し
な
い
の
で
あ
る
。
だ
、
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
間

際
は
こ
の
偵
の
白
覚
と
奮
闘
と
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
吋
社
会
の
改
造
い

へ
と
結
び
つ
け
て
抑
飢
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
変
革
主
体
の

こ
の



エ
ネ
ル
ギ
ー
に
期
待
を
寄
せ
な
が
ら
、
変
革
主
体
の
確
立
こ
そ
が
何

よ
り
の
急
務
で
あ
る
と
捉
え
て
い
た
問
撲
の
思
い
の
現
れ
と
も
受
け

と
れ
よ
う
。
だ
が
、
あ
え
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
「
芸
術
ん
の
も
つ
価

値
や
意
味
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
姿
の
現
れ
と
は
い
え
な
い
だ
ろ

う
か
。間
漢
の
い
う
「
芸
術
い
と
は
所
謂
の
蛍
味
を
は
み
で
た

業
の
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。
「
京
術
生
活
と
現
実
生
活
の
衝
突
し
伊
と

い
う
時
の
三
一
苧
術
い
と
は
明
ら
か
に
「
班
想
い
と
泣
き
換
え
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。
間
決
ま
た
「
人
生
を
芸
術
化
す
る
い
と
も
い

う
。
こ
の
言
葉
自
体
は
わ
か
り
に
く
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
が

先
の
叶
理
想
化
い
に
近
い
窓
味
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。
そ
う

し
て
み
た
時
、
同
漢
の
倒
の
自
覚
、
奮
間
か
ら
寸
断
一
胤
肉
一
致
の
位

界
」
へ
と
い
う
発
惣
は
「
人
生
の
芸
術
化
」
か
ら
「
社
会
の
芸
術

化
い
へ
と
置
き
か
え
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
は
「
芸
術
い
一

般
が
内
包
す
る
あ
る
普
遍
的
な
性
絡
ゆ
え
に
多
分
に
感
覚
的
な
か
た

ち
で
「
人
生
の
京
術
化
L

が
つ
社
会
の
謀
術
化
」
へ
と
結
び
つ
き
う

る
と
捉
ら
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
い
え
ば
、
間
漢
が
進
化
論
と
い
う
「
科
学
的
い
な
理
論
に

よ
っ
て
導
き
だ
し
た
叶
新
浪
漫
主
義
)
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
新
の
、

そ
の
意
味
で
最
も
普
遍
性
や
世
界
性
を
も
っ
文
学
な
の
で
あ
る
。
い

う
な
ら
ば
、
出
漢
の
「
偲
の
完
成
い
と
の
改
造
レ
と
を
ス
ト

レ
ー
ト
に
結
び
つ
け
た
つ
新
浪
漫
主
義
い
の
文
学
と
は
、
そ
れ
が
普

遍
位
、
世
界
性
を
も
つ
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
一

層
積
極
的
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
と
忠
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
ま

た
前
述
し
た
よ
う
に
彼
ら
に
諜
ぜ
ら
れ
て
い
た
二
章
一
の
課
題
に
応
え

う
る
文
学
理
論
で
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
文
学
を
そ
れ
自
体
の
価
値
に
全
面
的
な
信
頼

を
お
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
問
漢
に
と
っ
て
、
そ
の
文
学
が
人
々

の
自
覚
と
奮
闘
と
を
促
し
う
る
か
夜
か
は
、
文
学
そ
の
も
の
の
問
題

で
は
な
く
む
し
ろ
作
家
主
体
の
側
の
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
間

漢
は
そ
れ
を
芸
術
家
の
「
使
命
い
と
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
。
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私
た
ち
が
芸
術
家
に
な
ろ
う
と
す
る
な
ら
、
人
生
の
陪
黒
間

を
暴
露
し
、
世
間
の
一
切
の
虚
偽
を
排
斥
し
、
人
生
の
基
本
に
立

た
せ
る
と
向
時
に
、
さ
ら
に
人
々
を
ひ
き
つ
け
て
芸
術
の
世
界
に

導
き
入
れ
生
活
を
芸
術
化
〉

2
5
2
2
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
す
な
わ
ち
人
生
を
美
化
出

g
三
去
ー
し
て
人
々
に
現
実
生
活

の
苦
痛
を
忘
れ
さ
せ
陶
酔
と
法
悦
と
が
滞
然
一
体
と
な
っ
た
世
界

に
引
き
入
れ
て
こ
そ
は
じ
め
て
そ
の
力
を
充
分
に
発
揮
し
え
た
と

(
法
三
六
)

い
〉
え
る
。

こ
こ
に
み
え
る
芸
術
家
と
し
て
の
自
己
認
識
、
さ
ら
に
は
、
す
べ

て
を
芸
術
家
主
体
の
問
題
と
し
て
取
り
込
ん
で
い
く
発
想
は
、
第
一

節
の
中
で
の
ベ
た
、
変
革
主
体
と
し
て
の
青
年
の
気
概
や
使
命
感
に



繋
り
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
意
識
や
発
想
の
中

に
は
常
に
最
も
新
し
い
も
の
へ
と
突
き
進
ん
で
い
く
力
学
的
な
構
造

が
存
在
し
て
い
る
。
い
う
な
ら
ば
、
問
漢
の
「
少
年
中
国
の
新
文
学

建
設
論
」
が
「
新
浪
漫
主
義
」
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
新
の
文
学
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
が
こ
こ
に
あ
る
。

ま
た
い
え
ば
、
こ
う
し
た
変
革
主
体
と
し
て
の
自
己
意
識
や
使
命

感
は
、
そ
れ
が
常
に
最
も
新
し
い
も
の
を
求
め
て
い
く
力
学
的
構
造

を
持
っ
て
い
る
以
上
そ
の
新
し
さ
が
も
っ
普
遍
性
、
世
界
性
の
希
求

へ
と
繋
が
っ
て
い
く
と
向
時
に
、
前
述
し
た
文
学
の
傾
儲
や
意
味
に

対
す
る
全
一
間
的
な
信
頼
の
姿
と
も
絡
り
合
い
な
が
ら
い
符
易
に
自
己
が

そ
の
新
し
き
ゃ
普
遍
性
、
計
一
界
性
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
実
棋

を
生
ん
で
い
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
コ
ス
モ
ポ
リ
タ

ン
な
も
の
へ
の
共
感
と
な
っ
て
現
れ
、
新
人
会
と
共
鳴
す
る
そ
の
ベ

ー
ス
に
な
っ
て
い
た
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、

間
漢
が
新
人
会
と
接
触
し
た
の
が
確
で
き
る
は
、
鄭
伯
奇
と

青
い
鳥
一
一
を
み
た
一
九
二

O
年
二
月
以
も
早
い
時
期
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
文
通
で
し
か
問
撲
を
知
ら
な
か
っ
た
郷
伯
奇
は
こ
の
時
、

間
漢
を
訪
ね
て
京
都
か
ら
上
京
す
る
。
そ
し
て
東
京
滞
在
中
に
問
淡

か
ら
「
李
初
梨
兄
弟
一
、
「
文
学
を
愛
好
す
る
友
人
た

叶
白
木
の
進
歩
的
な
学
生
団
体
で
あ
る
新
人
会
の
二
、

を
初
介
さ
れ
た
と
問
想
し
て
い
る
。

さ
ら
に

の
メ
ン

守、
ー

/
 

国
漢
が
新
人
会
の
メ
ン
バ
ー
を
知
っ
た
の
は
李
大
鉛
の
紹
介
に
よ

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
国
漢
が
新
人
会
の
メ
ン
バ
ー
と
接
触
し
て
い
た

の
は
一
ー
北
京
大
学
遊
日
学
生
田
」
の
来
日
よ
り
も
早
い
。
こ
う
し
た
出

漢
が
問
団
が
上
京
し
た
際
、
そ
れ
と
何
ら
か
行
動
を
共
に
し
た
だ
ろ

(
沖
広
之
八
〉

う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
間
漢
は
ま
た
一
九
二

O
年
一
一
月
発

足
し
た
J

ば
か
り
の
「
コ
ス
モ
倶
楽
部
i

一
一
回
例
会
に
も
出
席
し
て

乃
花
炉
二
九
ザ

い
る
の
で
あ
る
。

間
漢
の
処
女
作
「
卵
排
活
之
一
(
《
創
造
》
季
刊
一

一
期
)
は
ち
ょ
う
ど
こ
う
し
た
新
人
会
と
の
接
触
が
あ
っ
た
時
期

に
警
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
作
品
が
彼
な
り
に
「
新
浪
漫
主

義
い
を
志
向
し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
「
伽
俳

広
之
一
夜
」
は
す
で
に
記
し
た
「
ざ
o
t門
戸
山
口

(
{
M
N
o
m
立
の
反
響
に

(
日
小
山
間

O〉

勇
気
づ
け
ら
れ
書
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
み
て

き
た
出
漢
の
営
み
の
し
め
く
く
り
と
し
て
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

卒
初
梨
の
経
肢
を
モ
デ
ル
に
し
た
と
い
う
こ
の
一
幕
劇
は
と
あ
る

カ
フ
エ
ー
を
舞
台
に
、
自
松
英
と
林
沢
奇
と
い
う
二
人
の
青
年
の
恋

愛
・
結
婚
問
題
を
軌
に
ス
ト
!
ワ
ー
が
展
開
し
て
い
く
。
卒
初
梨
が

そ
デ
ル
で
あ
ろ
う
高
等
学
校
の
学
生
林
沢
奇
は
不
本
意
な
縁
談
を
経

済
的
な
理
出
か
ら
示
諾
せ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
世
間
を
潤
で
忘
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。
カ
フ
エ
ー
で
女
給
を
し
て
い
る
白
秋
英
も
父
親
の

死
後
間
式
の
結
婚
を
強
い
人
家
か
ら
逃
げ
だ
し
て
き
で
い
た
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が
、
自
に
は
い
つ
か
恋
人
李
乾
卿
が
迎
え
に
く
る
と
い
う
夢
が
あ
っ

た
。
だ
が
、
李
が
こ
の
街
に
知
る
と
知
っ
た
矢
先
、
'
日
は
偶
然
カ
フ

エ
ー
を
訪
ね
て
き
た
李
に
よ
っ
て
彼
が
既
一
に
婚
約
し
て
い
る
こ
と
を

知
ら
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
共
に
問
じ
絞
実
と
孤
独
と
を
抱
く
こ
と
に

な
っ
た
、
林
と
自
は
こ
の
と
き
社
会
と
い
う
、
人
生
と
い
う
「
大
沙

漠
L

を
五
い
に
支
え
合
っ
て
生
き
て
い
く
べ
く
兄
妹
の
析
泣
い
を
結

ぶ
。
そ
う
し
た
時
、
隣
家
の
旅
館
か
ら
涼
泊
の
中
で
つ
詩
的
生
活
い
を

お
く
る
ロ
シ
ア
の
高
円
詩
人
コ
ロ
レ
ン
コ
の
も
の
悲
し
い
歌
戸
が
ギ

タ
i
の
音
と
共
に
問
え
て
く
る
。
こ
の
時
、
林
は
怨
わ
ず
「
あ
あ
、
芸

術
家
の
悲
京
!
人
生
の
道
行
き
の
難
し
さ
ー
に
と
口
に
す
る
。
.

「
コ
ロ
レ
ン
コ
い
と
は
深
治
の
詩
人
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
が
モ
デ
ル
で

あ
ろ
う
。
広
ロ
シ
ェ
ン
コ
は
新
人
会
の
会
友
と
も
い
え
る
存
在
で
、

「
コ
ス
モ
倶
楽
部
i
一
の
一
員
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
は
同
じ

孤
独
と
絞
誌
を
抱
く
者
向
志
が
世
間
の
中
か
ら
目
覚
め
て
立
ち
上
り

互
い
に
手
を
携
え
て
社
会
の
「
大
沙
漠
い
を
「
詩
的
生
活
い
を
求
め

て
、
つ
ま
り
は
「
譲
肉
一
致
の
世
界
い
を
求
め
て
生
き
て
い
こ
う
と

す
る
姿
が
拙
か
れ
て
い
る
。
「
詩
的
生
活
」
を
お
く
る
と
は
コ
ロ
レ

ン
コ
の
よ
う
に
「
漂
泊
い
の
孤
独
と
い
う
大
い
な
る
代
傾
を
支
払
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
コ
ロ
レ
ン
コ
の
歌
声
は
彼
二
人
に
対
す

る
連
帯
を
表
わ
す
と
共
に
、
彼
ら
が
い
ま
「
詩
的
へ
の
第
一

歩
を
歩
み
出
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
、
た
ろ
う
。
問
地
か
ら

{置
の

の
希
求
、
治
い
の
人
「
コ
ロ
レ
ン
コ
」
と
の

仏
大
鳴
、
こ
こ
に
は
す
で
に
の
べ
て
き
田
漢
の
「
新
浪
漫
主
義
」
の
理

解
、
そ
の
文
学
に
こ
め
た
彼
な
り
の
意
味
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
と
い

っ
て
い
い
だ
ろ
う
、
。
だ
が
こ
こ
に
は
甘
い
感
傷
的
な
ム

i
ド
の
中
に

「
詩
的
生
活
い
へ
の
共
鳴
が
掛
か
れ
、
リ
ア
ル
な
現
実
の
中
で
苦
悩

す
る
人
間
像
は
も
は
や
拙
か
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
す
べ
て
は

三
?
の
、
芸
術
家
の
悲
来
!
人
生
の
道
行
き
の
難
し
さ
!
」
と
い
う

ブ
旬
が
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
¥

創
造
社
、
少
年
中
間
学
会
、
新
人
会
、
そ
れ
を
一
二
つ
の
リ
ン
グ
に

取
え
る
な
ら
、
そ
の
リ
ン
グ
の
端
は
そ
れ
ぞ
れ
相
互
に
絡
ま
り
合
っ

て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
ro

そ
し
て
、
創
造
社
の
場
合
は
そ
の
い
ず

れ

と

も

平

に

よ

っ

て

絡

り

合

っ

て

い

た

は

い

え

な

い

ご

}

J

1

2
ノ

ミ

O

中
J
ヴ
/
一
〉
h
ノ
ふ

μ
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周
知
の
よ
う
に
、
新
人
会
は
一
九
一
二
年
二
一
月
、
会
の
三
周
年
を

機
に
純
然
た
る
学
生
間
体
と
し
て
そ
の
様
相
を
か
え
「
マ
ル
ク
ス
主

義
へ
の
純
化
い
を
す
す
め
て
い
く
。
そ
し
て
、
こ
の
新
人
会
と
創
造

社
と
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
変
革
主
体
と
し
て
の
自
己
意
識
、
ロ
マ

ン
的
な
性
格
と
関
る
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
へ
の
傾
斜
か
ら
回
漢
な

ど
に
み
た
よ
う
な
儒
的
な
繋
り
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
繋

り
は
そ
の
後
も
個
的
な
か
た
ち
で
は
あ
っ
て
も
継
続
し
て
あ
っ
た
に

い
な
い
c

そ
し
て
、
そ
れ
は
後
に
創
造
社
が
所
謂
「
左
傾
化
」
を



と
げ
る
中
で
福
本
イ
ズ
ム
を
受
け
と
め
て
い
く
一
つ
の
背
景
と
な
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
新
人
会
が
「
マ
ル
ク
ス
主
義
へ
の
純
化
い
を
図
っ
て
い
た

こ
ろ
、
少
年
中
間
学
会
は
す
で
に
一
九
一
二
年
七
月
の
南
京
大
会
を

へ
て
、
会
の
根
幹
に
関
る
「
主
義
の
採
用
い
を
め
ぐ
っ
て
そ
こ
に
思

想
的
な
対
立
が
顕
夜
化
し
て
い
た
。
既
述
し
た
よ
う
に
ョ
創
造
社
は

少
年
中
間
学
会
と
街
接
な
関
わ
り
を
も
ち
、
し
か
も
そ
こ
に
等
質
の

問
題
や
課
題
を
も
背
負
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
Q

こ
う
し
た
創
造

社
に
と
っ
て
、
少
年
中
間
学
会
の
寸
分
化
」
の
過
程
で
生
じ
た
問
題
、

つ
ま
り
汁
国
家
主
義
い
者
と
《
中
間
青
年
》
の
論
争
な
ど
は
、
そ
の

ま
ま
創
造
社
に
は
ね
返
る
、
ま
た
創
造
社
r

吋
体
が
「
左
傾
化
い
を
は

た
す
中
で
不
可
避
的
に
る
を
得
な
い
問
題
で
も
あ
っ
た
と

い
え
よ
う
。

LCU 
、Jや
a
p

「
編
輯
余
談
」
《
創
造
》
季
刊
二
巻
二
期
〈
…
九
二
何
年
一
一

郭
沫
若

1
1
d
/
 

仁
ト
ノ
¥

注
一
一
寸
創
造
社
年
表
」
ハ
伊
藤
虎
丸
…
制
吋
創
造
社
研
究
h

所
収

I
J
a
Vへ
叫

?

じ

J

J

マU
F
r
μ
i
1
j
J

リ
μ
阿

川

山

一

J
ノ
I
寸、

J
ノメ」ー
l
J
i
-
-
J
L

一
一
一
新
人
会
に
つ
い
て
は
左
記
の
諸
論
文
'
研
究
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。

・
判
沢
弘
・
佐
賀
惣
悦
「
前
期
新
人
会
員
」
(
思
想
の
科
学
研
究
会
編
吋
共

同

研

究

転

向

ωb所
収
平
凡
社
昭
和
一
一
一
間
年
〉

・
鶴
見
俊
輔
「
後
期
新
人
会
員
い

Q
共
同
研
究
転
向
的
問
所
収
)

ア
ジ
ア

-
佐
々
木
敏
二
弓
新
人
会
公
別
期
ど
の
活
動
と
思
想
h

(

《
キ
リ
ス
ト

教
社
会
問
題
研
究
》
一
一
ニ
号
一
九
六
八
年
三
月
)

・
石
堂
清
倫
・
竪
山
利
忠
一
編
『
東
京
帝
大
新
人
会
の
一
記
録
』
(
経
済
住
来

社
一
九
七
六
年
)

-
H
・
ス
ミ
ス
コ
新
人
会
の
研
究
』
(
東
京
大
学
出
版
会
一
九
七
九
年
)

注
m
m
《
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
》
創
刊
号
(
一
九
二

O
年一一一月〉

注
五
「
少
年
中
国
学
会
規
約
」
(
張
允
侯
等
編
円
五
四
時
期
的
社
団
い
所

収
呑
港
一
一
一
聯
蓄
広
一
九
七
九
)
な
お
こ
の
宗
旨
は
七
月
一
月
の
成
立

大
会
で
発
起
人
の
提
議
に
よ
り
、
よ
り
簡
潔
な
表
現
を
求
め
て
改
訂
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
む
改
訂
前
の
宗
旨
は
「
少
年
精
神
を
発
揮
し
、
真
の
学
術

を
研
究
し
、
社
会
事
業
を
発
燥
さ
せ
、
末
世
の
風
気
を
転
移
す
る
」
で
あ

7
9
0
 

九
日
~
ハ
観
風
子
「
発
刊
の
辞
い
〈
《
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
》
創
刊
号
)

注
七
ご
九
一
九
年
一
月
一
一
一
一
一
日
上
海
会
員
在
呉
法
問
済
学
校
開
会
紀

略
」
(
円
五
'
四
時
期
的
社
関
nm

所
収
〉

注
入
王
光
祈
「
本
会
発
起
之
官
趣
及
其
経
過
情
形
ー
一
(
内
f
A
'

四
時
期
的
社

間
い
所
収
V

注
九
松
山
陀
尊
先
「
民
本
主
義
者
と
五
・
間
運
動
」
(
町
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
研
究
M

所
収
青
木
建
山
一
九
五
六
)

注
一

O
拙
稿
寸
創
造
社
年
表
」
補
注

ω
Q創
造
社
研
究
M

所
収
)

山
花
一
…
以
下
特
別
の
断
り
が
な
い
採
り
、
交
流
の
経
過
は
左
記
の
ご
第
に

依
っ
た
u

-
古
野
作
法
「
北
京
学
生
同
の
行
動
を
没
践
す
る
勿
れ
」
〈
松
尾
尊
先
編

中
日
間
'
朝
鮮
論
拘
束
洋
文
康
二
ハ
…
所
収
平
凡
社
昭
和
五
…
年
)
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-
同
布
「
日
支
留
民
的
親
善
雄
立
の
-wm光
い
〈
同
右
〉

注
嶋
二
向
上
守
道
が
北
京
に
発
っ
た
の
は
新
入
会
機
関
誌
の
記
載
に
よ
れ

ば
七
月
六
日
の
こ
と
で
あ
る

注
一
一
…
…
原
裁
は
つ
れ
…
問
時
刻
、
期
刊
介
紹
い
ハ
中
共
中
央
路
克
思
・
思
格
斯
・

列

wr'斯
大
林
編
訳
同
研
究
家
編
者
人
民
出
版
社
一
九
五
九
年
)
に
よ

れ
ば
七
月
五
日
発
行
の
上
海
持
率
新
報
副
刊
の
《
学
燈
》
紙
上
、
原
文
は

コ
ヰ
間
愛
関
運
動
的
M

(

中
間
社
会
科
学
説
近
代
史
研
究
所
近
代
史
資
料

編
輯
組
編
中
間
社
会
科
学
出
版
社
一
九
七
九
年
一
一
一
月
)
の
間
二
文

注
一
間
宮
崎
竜
介
は
…
九
一
九
年
末
か
ら
初
め
に
か
け
て
中
間
に
行
き
他

の
一
名
と
共
に
上
海
の
学
生
連
合
会
で
演
説
し
、
日
本
駐
在
官
憲
の
忌
誌

に
ふ
れ
た
。
ま
た
一
千
点
蔵
も
中
国
に
行
き
帰
隠
し
て
か
ら
「
北
京
大
学
の

学
生
述
と
会
い
ま
し
た
Q

日
貨
排
斥
な
ど
一
口
も
出
さ
ず
に
解
放
運
動
に

つ
い
て
話
し
合
へ
る
の
は
翰
快
で
す
。
新
人
会
の
こ
と
は
み
な
非
常
に
よ

く
了
解
し
て
い
ま
す
い
公
先
駆
》
一
九
二

O
年
三
月
号
)
と
記
し
て
い

る
。
こ
の
ほ
か
一
九
一
九
年
八
月
一

O
日
に
は
佐
野
学
が
、
同
年
中
に
は

和
凶
一
兆
が
中
国
を
訪
ね
て
い
る
。

注
一
五
易
活
花
「
日
本
学
生
界
的
梨
明
運
動
」
(
《
少
年
世
界
》
一
巻
一
期

一九一一

O
年
一
月
〉

花
二
ハ
之
官
民
消
怠
」
〈
《
少
年
中
間
》
一
巻
一
一
期
〉

法
一
七
「
新
人
会
記
事
」
(
《
先
駆
》
一
九
二

O
年
六
月
号
〉

校
一
人
間
漢
「
白
梅
之
閥
的
内
外
」
〈
門
出
漢
散
文
集
』
所
収
上
海
今
代

議
広
一
九
五
六
年
七
月
)

注
…
九
回
漢
「
創
作
経
験
談
」
(
『
関
漢
散
文
集
竺
所
収
)

注一一

O
拙
稿
「
創
造
社
年
表
」
補
詑

ω(内
創
造
社
研
究
庁
所
収
)
な
お

門
官
鴻
の
日
pj

山
に
よ
れ
ば
、
張
夢
九
と
狩
埼
が
日
本
を
発
っ
た
の
、
が
六
月
八

日
、
北
京
若
が
同
月
二
五
日
、
少
年
中
間
学
会
の
準
縮
会
が
開
か
れ
た
の

は
惇
か
そ
の
五
日
後
の
こ
と
で
あ
る

注
二
一
間
渓
「
離
郷
的
滋
味
」
(
絞
梅
一
湖
町
…
出
漢
創
作
選
b

所

収

上

海

仇
十
日
書
出
一
九
三
六
年
十
月
〉

日
刊
一
一
二
「
少
年
中
間
学
会
合
員
名
単
」
(
叫
…
九
四
時
期
的
社
団
い
所
収
〉

法
二
三
郭
正
昭
・
林
瑞
関
川
王
光
祈
的
一
生
与
少
年
中
国
学
会
b

(

台
湾

環
宇
出
版
社
一
九
七
問
年
五
月
〉
ま
た
壬
独
清
は
上
海
で
《
救
関
日
報
》

の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
ろ
少
年
中
国
学
会
会
員
と
い
知
り
合
い
、
一
九
二

O

年
春
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
し
た
際
、
間
会
会
員
が
主
宰
す
る
「
パ
リ
通

信
社
い
の
仕
事
に
つ
く
手
竿
け
に
な
っ
て
い
た
(
支
独
清
吋
我
在
欧
州
的
生

活
己

注
ニ
凶
「
会
務
紀
開
」
(
《
少
年
中
間
》
一
巻
二
期
一
九
一
九
年
七
月
〉

注
ニ
五
「
少
年
中
国
学
会
会
口
氏
終
身
十
一
心
業
調
査
表
」
(
七
九
四
時
期
的
社

同
一
…
所
収
)

注
二
六
十
土
光
祈
「
少
年
中
国
学
会
之
精
神
及
其
進
行
計
溺
」
(
《
少
年
中
間
》

一
巻
六
期
一
九
一
九
年
二
一
月
)

注
一
一
七
竹
内
好
「
悶
民
文
学
の
問
題
点
」

Q
閏
民
文
学
論
ゐ
所
収
東
京

大
学
出
版
会
一
九
五
四
年
一
月
)

誌
二
八
回
漢
「
日
記
」
一
九
一
二
年
十
月
二
二
日
(
戴
叔
清
編
判
中
間
名

家
日
記
h

所
収
香
港
新
文
学
研
究
社
一
九
七
七
年
五
月
)

注
二
九
期
漢
「
詩
人
ト
サ
労
働
運
動
」
公
少
年
中
国
》
一
巻
八
期
〉

詑一一一

O

悶
漢
、
郭
沫
若
宛
書
簡
(
一
九
二

O
年
二
月
二
九
日
)
(
同
一
一
一
葉

集
」
一
所
収
上
海
軍
東
図
書
諮
一
九
二

O
年
五
月
〉
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注

一

一

二

に

肉

じ

注
一
一
一
二
回
漢
と
時
間
川
白
村
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
は
省
略
し

た
が
本
文
に
川
引
用
し
た
「
新
浪
漫
主
義
及
其
他
」
の
一
節
は
時
間
川
自
村
の

吋
近
代
文
学
十
講
』
(
大
日
本
閣
議
株
式
会
社
版
)
第
九
議
の
ご
、
新

浪
漫
派
」
の
一
節
(
四
五
七
一
良
〉
と
明
ら
か
に
符
合
す
る
。

「
唯
だ
本
〈
れ
神
秘
夢
幻
の
文
学
で
あ
る
と
云
っ
て
も
そ
れ
は
決
し
て
前

段
紀
初
め
の
浪
漫
派
の
や
う
に
ひ
た
す
ら
夢
幻
の
空
想
の
境
に
さ
ま
よ
ふ

理
想
憧
僚
時
代
の
文
学
で
は
な
い
c

そ
れ
は
既
に
な
か
ご
ろ
一
た
び
現
実

の
苦
い
経
験
を
絞
て
来
て
、
科
学
的
精
神
に
陶
冶
せ
ら
れ
た
後
の
文
学
で

あ
る
か
ら
だ
。
自
然
主
義
懐
疑
思
潮
と
い
ふ
痛
烈
な
人
生
の
経
験
試
練
と

を
絞
て
後
に
現
は
れ
た
文
学
で
あ
る
」

注
…
一
…
一
一
一
郎
漢
「
我
所
認
識
的
十
月
革
命
」
(
《
戯
劇
報
》
二
一
一
一
九
五
七
年
〉

注
一
二
問
問
漢
「
梅
雨
い
〈
ム
少
年
中
間
》
一
巻
二
期
一
九
一
九
年
八
月
〉

校
三
五
「
訟
…
一
…

0
」
に
閉
じ

注
一
一
二
ハ
「
注
一
一
一

O
」
に
問
じ

注
…
一
一
七
鄭
約
奇
「
憾
創
造
社
」
公
文
芸
月
報
》
一
九
五
九
年
第
五
期
)

川
町
一
九
人
間
棋
の
日
記
ハ
一
九
二
…
年
十
月
二
一
一
日
〉
に
よ
れ
ば
、
回
撲
は

ぺ
北
京
大
学
遊
日
学
生
出
い
が
東
京
で
の
行
事
を
絡
え
て
京
都
に
発
つ
の

を
東
京
駅
で
見
送
っ
て
い
る
。

注
一
一
一
九
「
注
ニ
八
」
に
問
じ
な
お
「
コ
ス
モ
倶
楽
部
い
の
コ
ス
モ
と
は

コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
の
略
称
一
九
二

O
年
一
一
月
に
発
足
し
会
員
は
堺
利

彦
、
山
川
均
、
向
洋
正
道
、
大
杉
栄
、
川
引
抜
作
太
郎
、
吉
野
作
法
、
長
谷

川
如
是
関
な
ど
の
ほ
か
新
人
会
、
腕
民
会
会
員
を
合
め
た
計
七
六
名
。
出

漢
が
出
席
し
た
最
初
の
例
会
と
は
月
一
八
日
、
橋
の
帝
国
学
士
会

で
関
か
れ
、
そ
の
日
は
「
堺
以
下
(
大
山
郁
夫
、
石
川
コ
一
四
郎
〉
七
名
ノ

特
別
要
視
察
人
及
暁
民
会
、
新
人
会
員
(
朝
鮮
人
、
支
那
人
十
一
名
)
計

廿
七
名
出
席
」
〈
社
会
文
熊
編
司
大
正
思
想
団
体
視
察
人
報
告
b
し
た
と

い
う
。
同
倶
楽
部
の
性
格
な
ど
に
つ
い
て
は
松
尾
尊
免
氏
の
「
吉
野
作
造

と
在
日
朝
鮮
人
学
生
」
ハ
原
弘
二
郎
先
生
古
稀
記
念
会
編
円
東
西
文
化
史

論
叢
』
所
収
関
関
大
学
出
版
部
一
九
七
一
一
一
年
)
の
中
に
詳
し
い
紹
介
が

し
あ
る

注
四

O
「
注
一
九
」
に
同
じ
c
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